
年少人口の減少や学校施設の老朽化などの課題を踏まえ、将来にわたって、
子どもの教育環境を充実・向上させるため、竹の塚中学校と渕江中学校の統合
を検討しています。

１

（１）現在の渕江中学校敷地に新校舎を整備します。
（２）新校舎完成までの期間は、現在の竹の塚中学校校舎を統合校の校舎とし、

両校の生徒が一緒に過ごします。
（３）竹の塚中学校校舎は、必要に応じて増築など施設整備を行います。
（４）通学区域は、両校の区域を合わせた範囲となります。

竹の塚中学校・渕江中学校
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２

同協議会の委員は、両校の「開かれた学校づくり協議会」から推薦され
た学校や地域の方々で構成します。学校や地域の思いを大切にしながら、
学校の統合や新しい学校づくりに関すること（校名・校章・校歌など）に
ついて協議・検討していきます。
なお、協議会の開催に先立ち、中村教育長から委員２０名（両校より各
１０名ずつ）に委嘱状の交付（当日欠席の１名には委嘱状を郵送）を行い
ました。

① 役員の選任

役 職 氏 名

会長 山本 輝夫（渕江中学校開かれた学校づくり協議会会長）

会長職務代理 國井 幹雄（竹の塚中学校開かれた学校づくり協議会会長）

副会長
小山 純一（渕江中学校開かれた学校づくり協議会副会長）
泉澤 敏雄（竹の塚中学校開かれた学校づくり協議会副会長）

７月２８日（火）１９時から
渕江中学校「１階会議室」

開催日時等

第１回協議会の内容

内 容

・ 将来の子どもたちのために、委員間で建設的に意見を出し合っていきたい。
・ 小規模校として残る選択肢もあると思う。
・ 両校の違いはあるが、話し合って進めていくべきではないか。
・ 両校の雰囲気を選んで入学する生徒はいる。
・ 統合によってお互いの伝統が無くなってしまうのではと思う。
・ 両校のカラーが違うため、相容れないのではないか。
・ 色々な生徒が混ざって学校を作っていくことが重要。
・ 統合するかしないかは、大人が責任を持って決めていく問題。
・ 両校の関係者が、地域として新しい学校を作っていく、リスタートする
くらいの意識で進めていくことが重要。

（敬省略）

統合地域協議会の設置

［委員からのご意見］

委員から様々なご意見が出され、次回の協議会
でも引き続き意見交換をしていくこととなりまし
た。
また、令和１１年度に竹の塚中学校が６０周年、
渕江中学校が７０周年を迎えるため、周年後に統
合するスケジュール（案）を次回の協議会にて検
討することとなりました。

② 統合に向けた計画(案)について【現行は第２版】



統合に向けたスケジュール【現行計画（案）】３

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度 令和１４年度 令和１５年度

統合地域協議会で協議

（統合や新たな校名・校章・校歌など）

ご希望の方は当日、協議会開始
１０分前までに会場へお越しくだ
さい（傍聴人による発言や写真撮影、
録音等はできません）。
※ 会場スペースの都合上、傍聴希望
者が多数の場合は、抽選となります。

令和11年4月 統合
（竹の塚中学校校舎で学校生活）

新校舎へ引っ越し

令和15年
4月開校

渕江中学校校舎の建て替え・新校開校準備

※下線は統合が決定した場合の予定（案）です

次回開催日時

９月７日（月）１８時３０分開始
会場：竹の塚中学校「１階会議室」

統合地域協議会ニュース

統合地域協議会の内容や、教育
委員会による検討事項などをお知
らせいたします。

足立区の小・中学校適正
配置の取り組みはこちら

WEBで統合地域協議会
ニュースを閲覧できます

今後の動き４

統合地域協議会事務局（足立区教育委員会事務局 学校適正配置担当課）

電話：０３－３８８０－５４２６（直通）

協議会の傍聴（予約不要）

ニュースの発行・問い合わせ



参考

竹の塚中学校と渕江中学校の統合は決まりですか？

小規模校の良さがあります。小規模校は残すべきです。

区が策定する計画（案）が統合地域協議会で承認されて決定とな
ります。

小規模校にはメリットもありますが、子どもが切磋琢磨し社会性
を身に付けるには、ある程度の人数がいて適正な規模の学校がよ
り重要と考えています。

両校の校風が異なります。
良さが無くなってしまうと思います。

両校の良さをどのように残せるかについては、統合地域協議会
や学校間でもよく検討していきたいと考えています。区も事務
局として入り、伝統を大切につないでいけるよう支援していき
ます。

学校が減ると避難所が無くなり困ります。

どういった対策ができるか、引き続き災害対策課と情報共有し
て検討します。

仮校舎期間は通学距離が遠くなる地域が出てきます。スクール
バスや自転車通学の導入は検討していますか？

スクールバスについては、望ましい通学距離はあくまでも目安
の距離のため、また、自転車通学については区内の自転車事故
が多く、登下校時の安全性の確保ができないため、導入は考え
ていません。

学区域の隣接校に優先入学（必ず入学）できる制度はあります
か？

優先入学制度はありませんが、統合などを理由に隣接校を希
望した場合は、学区域内にお住いの児童・生徒に次いで取り
扱うことができます。

保護者説明会等でいただいた主な質問・回答

令和８年１月から６月にかけて、竹の塚地域の町会・自治会連合会や、
竹の塚中学校・渕江中学校の開かれた学校づくり協議会、両校の保護者説明
会でいただいた主なご質問やご意見を掲載いたします。


